
　■目的別内訳■　　歳出は、目的別（どのような分野の行政サービスに使われているのか）からも見ることができます。

◆一般会計

＜歳入＞　前年度に比べ43億8,379万円増額となりました。 ＜歳出＞　前年度に比べ43億9,358万円増額となりました。

市民一人あたりでは、このくらいのお金が使われました

民生費 22万2,325円 総務費 21万1,807円 公債費 17万304円 土木費 10万1,326円 衛生費 9万6,741円

教育費 9万2,132円 農林水産業費 6万5,693円 消防費 5万1,509円 商工費 3万7,760円 その他 1万1,684円

（令和6年3月31日現在の住民基本台帳人口48,649人で計算しています。）

◆特別会計

　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など10会計があります。

◆市債
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業 　市債は、市が大きな事業を実施した時などに借り入

で、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計があります。 れたお金です。

○水道事業会計

収　入 特別会計 すこやか両津 　　　[市税の内訳]

支　出 水 道 事 業

収　入 下水道事業

支　出 病 院 事 業

○下水道事業会計

◆市の財産
収　入 　庁舎、保育園、小・中学校などの建物や土地、市の

支　出 貯金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

収　入

支　出

○病院事業会計

収　入

支　出

収　入 ※７　基金　特定の目的のために積立て、準備しておく資金

支　出 のことで、「教育文化振興基金」、「トキ環境整備基金」などの

基金があります。

（注）端数の調整により計算が一致しない場合があります。

3億7,352万円

114万円

69万円

　　　※３　義務的経費　毎年必ず必要となる固定的な支出で、削減が難しい経費
　　　です。
　　　※４　投資的経費　道路・学校・公共施設の整備など将来に残るものに支出
　　　される経費です。

　　※１　依存財源　国や県から定められた額を交付されたり割り当てられたりす
　　るお金です。
　　※２　自主財源　市が自主的に収入することができるお金です。

土　　 　　地

61,751,785㎡

544,490㎡

73,773,063㎡

有 価 証 券

16億4,583万円

1,873万円

123億7,076万円

2,652万円

令和5年度末現在高

区　　　分

建　　　 　物

山　　 　　林

決　算　報　告令和5年度

★その他・・・議会費、労働費、災害復旧費で
す。

★消防費・・・防災や救急活動などに使われた
お金です。

★商工費・・・商工業や観光の振興に使われた
お金です。

★民生費・・・高齢者、障がい者福祉や子育て
支援の充実などに使われたお金です。

★総務費・・・行政の運営や市税の徴収、広報
紙の発行などに使われたお金です。

★公債費・・・市の借入金返済のために使われ
たお金です。

★土木費・・・道路や住宅の整備などに使われ
たお金です。

★衛生費・・・ごみ処理や保健事業などに使わ
れたお金です。

★農林水産業費・・・農林水産業の振興などに
使われたお金です。

★教育費・・・学校教育の充実や生涯学習の推
進などに使われたお金です。

　形式収支（歳入歳出差引）は20億3,490万円の黒字となり、ここから翌年度へ繰越すべき財源9億3,119万円を差し引いた実質収支は、11億
371万円の黒字となりました。

　一般会計の決算額は、歳入が536億6,519万円、歳出は516億3,029万円となりました。

15億7,648万円
収益的収支※５

歳入決算額

2,373万円

90億3,100万円

す こ や か 両 津

会　計　名

384万円

0円

国 民 健 康 保 険

6億1,073万円

歳出決算額

5億7,667万円

4億9,148万円

55億6,837万円

2,373万円

4億7,275万円

8億3,839万円

歌 代 の 里

介 護 保 険

56億7,608万円

後期高齢者医療

小 水 力 発 電

146億8,709万円

差引残額

◆公営企業会計

226万円

82万円

25億7,141万円

71万円155万円

180万円

一　般　会　計

会　計　名

307万円

27億1,879万円

1万円

公営企業会計

五 十 里 財 産 区

決算額

421万円

13万円

二 宮 財 産 区

3,406万円

1億771万円

86億5,748万円

8億3,455万円

488億4,727万円

資本的収支※６

真 野 財 産 区

資本的収支※６

179万円

10億3,468万円

決算額

収益的収支※５

区　　　分

18億662万円

収益的収支※５

区　　　分

新 畑 野 財 産 区

区　　　分

31億185万円

16億9,170万円

23億4,833万円

31億4,998万円

19億6,715万円

決算額

※５　収益的収支 　経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
※６　資本的収支 　将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金
などの支出とその財源となる収入です。

9億9,225万円
資本的収支※６

8億5,581万円

　性質別分類

　　　★公債費・・・市の借入金返済のために使われたお金です。

　　　★人件費・・・職員給料のほか、議員や非常勤特別職の報酬
　　　などに使われたお金です。
　
　　　★扶助費・・・生活保護など社会保障に使われたお金です。

　　　★普通建設事業費・・・道路・学校・公共施設などの整備に
　　　使われたお金です。

　　　★物件費・・・消耗品や備品の購入、各施設の維持管理など
　　　に使われたお金です。4億2,506万円

令和5年度末現在高

166億4,137万円

基金※７計

皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのかを知ってもらうために、市では毎年２回
財政事情を公表しています。

108億1,591万円

103億419万円

82億8,511万円

49億2,943万円

47億634万円

44億8,215万円

31億9,592万円

25億586万円

18億3,697万円

5億6,841万円

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

40億円

地方交付税

205億3,328万円

38.3%

市債

89億1,878万円

16.6%

国庫支出金

51億1,708万円

9.5%

県支出金

37億7,220万円

7.0%

地方消費税交付金

13億716万円

2.4%

地方譲与税

5億3,726万円

1.0%

その他

2億6,535万円

0.6%

市税

50億3,064万円

9.4%

繰入金

35億6,581万円

6.7%

繰越金

20億4,469万円

3.8%

諸収入

10億7,295万円

2.0%

寄附金

6億6,573万円

1.2% その他

8億3,426万円

1.5%

依存財源※１

404億5,111万円

75.4%

自主財源※２

132億1,408万円

24.6%

固定資産税

23億8,589万円
47.4%

市民税

19億5,797万円
38.9%

市たばこ税

3億6,465万円
7.3%

軽自動車税

2億9,816万円
5.9%

入湯税

2,397万円
0.5%

市税合計

その他依存財源には、法人事業税交付金（1億1,547万円）、環境性能割交付金（

4,603万円）、株式等譲渡所得割交付金（2,749万円）などがあります。

その他自主財源には、使用料及び手数料（6億169万円）、財産収入（1億2,891万

円）、分担金及び負担金（1億366万円）があります。

20億円 60億円 80億円 100億円 120億円

公債費

84億3,511万円

16.3%

人件費

78億9,021万円

15.3%

扶助費

51億821万円

9.9%

普通建設事業費

90億1,279万円

17.5%

災害復旧事業費

3億6,253万円

0.7%

補助費等

81億1,223万円

15.7%

物件費

64億6,418万円

12.5%

繰出金

29億9,472万円

5.8%

積立金

13億6,142万円

2.7%

投資及び出資金・貸付金

10億3,719万円

2.0%

維持補修費

8億5,170万円

1.6%

義務的経費※３

214億3,353万円
41.5%

投資的経費※４

93億7,532万円
18.2%

■性質別内訳■

歳出決算額

516億3,029万円

歳入決算額

536億6,519万円

50億3,064万円



お問い合わせ　財政課予算係　　６３－３１１４

　物価高騰への支援及び地域経済の活性化を図るとともに、社会情勢に即した高品質な住
環境を形成するため、断熱や耐震などに重点を置いたリフォーム費用を補助しました。

商工費 18億3,697万円

■「佐渡島の金山」世界遺産登録応援誘客促進事業 4,349万円

　世界遺産登録を目前に国内で佐渡の認知が向上している状況を好機ととらえ、さらなる誘
客を図るため、航空会社や鉄道会社等と連携し首都圏や関西圏等に対して、佐渡の情報や
交通手段等の情報発信を行いました。

総務費 103億419万円■企業誘致・スタートアップ支援事業　　 8,583万円

■庁舎整備費 25億4,731万円　スタートアップへの支援を強化し「起業成功率NO.1の島」のブランドを構築することによっ
て、企業誘致ひいては若者の定着化を図るために、ビジネスコンテストの開催やDX人材育
成講座の実施、地元と連携したモデル事業への支援などを行いました。

さまざまな事業で使われています

皆さんから納めていただいた大切な税金は、

　災害時の司令塔として、安全で迅速な災害対策と非常時優先業務の確実な遂行ととも
に、利用者の利便性向上を図るため、市役所の新庁舎建設と現庁舎の大規模改修を行い
ました。

■相川消防署高千出張所建設事業 3億4,210万円

民生費 108億1,591万円

教育費 44億8,215万円

　2050年のカーボンニュートラルの実現に向けて、新庁舎をはじめ、防災拠点となる公共施
設への太陽光発電設備や電気自動車等を導入するとともに、新たにEV カーシェアリングを
開始したほか、高効率エネルギー設備や薪ストーブの購入支援を行うなど、一般家庭や事
業所等での再エネ・省エネ化を推進しました。

4,290万円

　地域防災拠点施設の機能維持を図るため、老朽化した相川消防署高千出張所の整備を
行い、消防力の充実強化を図りました。

消防費 25億586万円

無償化した金額
339万円

1億927万円

原油価格・物価高騰対策

　安定した医療提供体制を構築するため、不足する看護師確保への支援や看護師を目指
す学生への奨学資金貸与を行いました。また、新たに、新潟県・北里大学と協定を結び、将
来医師として一定期間佐渡で就業することを条件に、医学生に対し、修学資金貸与事業を
始めました。

■「新しい生活様式」対応省エネ家電等購入促進事業 1,998万円

　脱炭素社会の実現を図るとともに、市内経済の活性化を推進するため、一定の省エネル
ギー基準を満たしたエアコン、LED照明器具、冷蔵庫等の省エネ家電製品を購入する市民
に対し購入費用を補助しました。

5,995万円

■ゼロカーボンアイランド推進事業 5,083万円

■児童館・学童保育運営費 9,313万円

47億634万円

■地域医療の人材育成・確保事業

　医療・介護・福祉の連携を強化し、持続可能な社会保障サービスの体制整備を図ることを
目的に、佐渡地域医療・介護・福祉提供体制協議会の取組への支援を行いました。

　保育園や小中学校の給食に無農薬無化学肥料栽培米を提供するとともに、農と食と環境
のつながりについて意識を高める食農授業を実施したほか、幅広い層の方々に有機農業
を身近に感じてもらうため、農家以外も対象とした有機園芸栽培研修会を開催しました。ま
た、無農薬無化学肥料栽培米の面積拡大に有効な機器の導入経費を支援しました。

■小学校IT設備管理費・中学校IT設備管理費

労働費 2,884万円

　給食食材費の高騰分を支援し、物価高騰に直面する保護者の負担軽減を図るとともに、
安全安心な学校給食を実施しました。

■みどりの食料システム戦略推進事業　　　 934万円

■雇用促進の支援事業 2,489万円

■住宅リフォーム支援事業 4,592万円

　新規学卒就職者等に対するインターンシップの開催を通じて島内企業の認知度向上や
「佐渡」で働くことへの魅力を知ってもらい、市内企業への就職につなげることができまし
た。また、新たに、デジタル技術を活用して、求職者と企業をマッチングさせる「さどマッチ
ボックス」の運用を開始し、多様な人材の活躍の場を創出しました。

■学校給食費補助事業 1,640万円

農林水産業費

　児童の健やかな成長や保護者の仕事と子育ての両立に向けて、新たに加茂小学校内に
放課後児童クラブを設置するとともに、市内の放課後児童クラブの運営を民間委託するこ
とにより利用者サービスの向上や支援員の確保を図りました。

　ICT 機器の導入、活用により、情報化社会に的確に対応できる人材を育成するとともに学
力向上を図るため、児童生徒にとって分かりやすく、利用しやすいドリル教材を含めた学習
支援ソフトを導入しました。

■老人福祉一般経費

31億9,592万円

　65歳以上の佐渡市民を対象に社会教育施設の利用料等を無償化することにより、健康増
進や親睦・交流、学習機会の増加を図りました。累計42,937人の方が制度を利用し、公民館
講座等の受講や体育施設等での運動など多方面から支援することができ、健康寿命日本
一の地域づくりに寄与しました。

衛生費

■【歳入】社会教育施設の利用料金及び受講料の無償化

令和5年度に行った主な事業の取り組みをご紹介します


